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PLC プログラミングソフトの設定

「LadderComOp」の［ラダー転送設定］ダイアログに設定した COMポート No.を、各社 PLC⽤プログラミングソフトの
以下のダイアログに設定し、PLCとアクセスします。

三菱電機 GX Developer/GX Works2

オムロン CX-Programmer

Panasonic  FPWIN GR

例 : ［ラダー転送設定］ダイアログ   COMポート No.9

伝送速度は、V9と PLC間
のボーレートに合わせて
ください。

通信速度は、V9と PLC間
のボーレートに合わせてく
ださい。

［ネットワーク種別］は、必ず
「SYSMAC WAY」に設定してください。

ボーレートは、V9と PLC間のボーレート
に合わせてください。



12.2    V9 - PLC 間がシリアル接続の場合
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横河電機 Wide Field2

富士電機 SX-Programmer Expert（D300win）

Siemens   STEP 7-Micro/WIN

Siemens   SIMATIC Manager

ボーレートは、V9と PLC間の
ボーレートに合わせてください。

パソコンと V9間のボーレートは
115 Kbps固定で通信します。

［接続先］は COM1〜 8の範囲で設定し
てください。
［転送速度］は設定不要です。
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Telemecanique Drivers Manager

UNI-TELWAY Slave Address

Base、Numbersを合わせます。

V-SFT

［システム設定］→［ハードウェア設定］→
［ラダー転送］の［詳細設定］

ボーレートは、V9と PLC間の
ボーレートに合わせてください。


